
「
富
山
太
平
洋

生
コ
ン
」
に

デ
ン
カ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

事
業
停
止
、

破
産
申
請
へ

ア
レ
ン
ジ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

関
東
一
区
の
主
要
生
コ
ン
10
協
組
の
２
０
２
５
年
７
月
の
出
荷
実
績
が
こ
の
ほ
ど
出
揃
っ
た
。
前
年
同
月
比
プ
ラ
ス

と
な
っ
た
の
は
６
協
組
で
こ
の
う
ち
二
ケ
タ
以
上
の
プ
ラ
ス
は
東
関
東
、
神
奈
川
、
湘
南
、
千
葉
西
部
、
千
葉
北
部
の

５
協
組
。
昨
年
度
後
半
か
ら
継
続
す
る
大
型
物
件
の
着
工
に
よ
り
回
復
傾
向
に
あ
る
協
組
が
多
く
み
ら
れ
た
。
一
方
、

東
京
、
三
多
摩
は
二
ケ
タ
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
で
あ
っ
た
。
工
期
の
延
期
な
ど
を
背
景
に
生
コ
ン
出
荷
に
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

東
京
協
組
は
前
年
同
月
比

16
・
０
％
減
の
19
万
９
千

㎥
。
主
要
駅
周
辺
の
再
開
発

や
各
種
大
規
模
公
共
施
設
、

学
校
、
鉄
道
関
係
な
ど
の
物

件
が
み
ら
れ
る
。
一
方
で
、

工
事
現
場
に
お
け
る
職
人
不

足
や
軽
量
骨
材
の
供
給
不
安

な
ど
に
起
因
す
る
工
事
進
ち

ょ
く
の
遅
れ
が
あ
る
と
想
定

さ
れ
る
。
７
月
末
の
契
残
は

３
９
３
万
９
千
㎥
。

東
関
東
は
25
・
７
％
増
の

３
万
７
千
㎥
。
今
年
度
は
継

続
し
て
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い

る
。
大
規
模
物
流
倉
庫
向
け

が
各
エ
リ
ア
で
出
荷
を
支
え

て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ
ン
向
け

は
大
型
物
件
が
端
境
期
を
迎

え
て
い
る
が
、
複
数
の
市
街

地
再
開
発
事
業
が
計
画
さ
れ

て
い
る
。
７
月
末
の
契
残
は

28
万
８
千
㎥
。

玉
川
は
３
・
９
％
増
の
５

万
５
千
㎥
。
昨
年
度
よ
り
引

き
続
き
民
間
マ
ン
シ
ョ
ン
や

事
務
所
ビ
ル
と
い
っ
た
大
規

模
物
件
が
出
荷
を
け
ん
引
し

て
い
る
。
７
月
末
の
契
残
は

47
万
３
千
㎥
。

三
多
摩
は
19
・
４
％
減
の

５
万
９
千
㎥
。
こ
れ
ま
で
は

周
辺
部
に
お
い
て
物
流
倉
庫

が
目
立
っ
て
い
た
が
、
現
在

で
は
再
開
発
関
係
や
マ
ン
シ

ョ
ン
に
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

マ
ン
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
今

後
も
堅
調
な
需
要
が
予
想
さ

れ
る
。
７
月
末
の
契
残
は
78

万
６
千
㎥
。

神
奈
川
は
13
・
２
％
増
の

10
万
２
千
㎥
。
25
年
３
月
以

来
の
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。
大

規
模
再
開
発
工
事
が
予
定
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
物
流
倉
庫

や
マ
ン
シ
ョ
ン
向
け
の
出
荷

も
堅
調
で
あ
る
。
７
月
末
の

契
残
は
91
万
５
千
㎥
。

湘
南
は
15
・
４
％
増
の
６

万
１
千
㎥
。
物
流
倉
庫
向
け

の
出
荷
が
終
息
し
た
。
一
方

で
マ
ン
シ
ョ
ン
需
要
は
依
然

と
し
て
継
続
し
て
お
り
、
今

後
も
大
規
模
案
件
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
７
月
末
の
契
残

は
54
万
４
千
㎥
。

埼
玉
中
央
は
７
・
２
％
減

の
11
万
４
千
㎥
。
継
続
し
て

再
開
発
や
物
流
関
係
な
ど
で

一
定
の
需
要
が
み
ら
れ
て
い

る
。
７
月
末
の
契
残
は
93
万

１
千
㎥
。

千
葉
中
央
は
３
・
２
％
減

の
３
万
９
千
㎥
。
物
流
倉
庫

な
ど
の
出
荷
が
あ
り
安
定
し

た
需
要
が
あ
る
も
の
の
、
一

部
で
工
期
の
遅
れ
も
み
ら
れ

て
い
る
。
７
月
末
の
契
残
は

29
万
５
千
㎥
。

千
葉
西
部
は
16
・
３
％
増

の
４
万
８
千
㎥
。
物
流
施
設

や
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ

の
出
荷
が
継
続
し
て
お
り
、

今
後
は
マ
ン
シ
ョ
ン
関
連
の

需
要
な
ど
を
見
込
ん
で
い

る
。
７
月
末
の
契
残
は
43
万

４
千
㎥
。

千
葉
北
部
は
28
・
９
％
増

の
３
万
３
千
㎥
。
物
流
施
設

が
継
続
的
に
需
要
を
下
支
え

す
る
。
一
方
、
最
近
は
物
件

の
小
型
化
、
分
散
化
が
み
ら

れ
る
。
７
月
末
の
契
残
は
20

万
８
千
㎥
。

千
葉
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
業
組
合
（
勝
呂
和
彦
理
事

長
）
は
６
日
、
千
葉
市
内
で

２
０
２
５
年
度
技
術
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
勝
呂

理
事
長
は
「
第
１
部
は
全
国

統
一
管
理
監
査
に
つ
い
て
の

報
告
と
な
る
。
参
加
者
の
皆

様
に
は
日
頃
よ
り
各
工
場
の

品
質
管
理
を
徹
底
い
た
だ
き

感
謝
し
て
い
る
。
今
後
と
も

㊜
マ
ー
ク
の
取
り
消
し
な
ど

が
無
い
よ
う
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。
第
２
部
で
は
竹

中
工
務
店
に
よ
る
特
殊
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
事
に
つ
い
て
の

講
演
が
行
わ
れ
る
。
生
コ
ン

の
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
ゼ
ネ
コ

ン
か
ら
こ
の
よ
う
な
形
で
話

を
聞
く
機
会
は
少
な
い
。
有

意
義
な
時
間
と
な
る
こ
と
を

祈
念
し
て
い
る
」と
話
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
第
１
部

と
し
て
同
工
組
監
査
統
括
責

任
者
の
奥
山
藤
雄
氏
、
副
監

査
統
括
責
任
者
の
平
松
宗
男

氏
、
川
村
明
仁
氏
が
「
全
国

統
一
品
質
管
理
監
査
に
つ
い

て
」
を
報
告
。
25
年
度
監
査

基
準
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
内

容
な
ど
を
解
説
し
た
。
ま
た

今
年
度
同
工
組
が
通
知
し
た

「
路
上
洗
車
の
全
面
禁
止
に

つ
い
て
（
再
通
達
）」に
つ
い

て
も
説
明
し
た
。

第
２
部
で
は
竹
中
工
務
店

東
京
本
店
技
術
部
の
井
上
孝

之
氏
、
高
木
俊
輔
氏
が
「
特

殊
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
の
概

要
（
世
の
中
で
バ
ズ
っ
て
る

技
術
・
話
題
と
と
も
に
）」を

講
演
し
た
。
暑
中
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
現
状
や
22
年
の
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｓ

５
の
改
定
概
要
、
高

強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
高
流

動
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て

説
明
。
ま
た
Ｃ
Ｆ
Ｔ
コ
ン
ク

リ
ー
ト
や
マ
ス
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
Ｅ
Ｃ
Ｍ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
つ
い
て
解
説
し
た
。
生
コ

ン
工
場
に
対
し
て
求
め
る
こ

と
と
し
て
、
各
種
規
定
類
の

改
定
に
対
し
て
設
計
者
、
管

理
者
、
現
場
員
が
把
握
し
き

れ
て
い
な
い
状
況
を
指
摘

し
、
「
毎
日
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
接
し
て
い
る
『
プ
ロ
』
で

あ
る
生
コ
ン
工
場
に
も
チ
ェ

ッ
ク
を
お
願
い
し
た
い
」
と

し
た
。
ま
た
環
境
性
能
や
低

収
縮
な
ど
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

種
類
の
多
様
化
に
対
し
て
、

対
応
で
き
る
運
用
や
設
備
、

ス
タ
ッ
フ
の
拡
充
を
求
め

た
。

関東一区の
生コン需要

河島コンクリート工業

花花火火大大会会にに敷敷地地開開放放 ６
協
組
が
前
年
同
月
比
増

大
型
物
件
着
工
で
回
復
傾
向
に

近
隣
住
民
ら
６
０
０
人
招
待

「特殊コン」で講演
千葉県生コン工組

25年度技術セミナーを開催

東
京
都
板
橋
区
で
生
コ
ン
の

製
造
・
販
売
事
業
を
展
開
す
る

河
島
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
（
河

島
慎
吾
社
長
）
は
２
日
、
同
日

開
催
の
第
66
回
い
た
ば
し
花
火

大
会
に
合
わ
せ
て
、
本
社
工
場

敷
地
内
で
納
涼
会
を
行
っ
た
。

同
社
は
毎
年
、
い
た
ば
し
花

火
大
会
に
協
賛
す
る
と
と
も

に
、
地
域
貢
献
・
地
元
密
着
型

イ
ベ
ン
ト
の
一
環
で
工
場
の
敷

地
を
関
係
者
や
地
域
住
民
に
花

火
の
観
覧
会
場
と
し
て
開
放
し

て
い
る
。
今
年
も
セ
メ
ン
ト
メ

ー
カ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
取
引

先
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
地
元

の
少
年
野
球
チ
ー
ム
や
区
立
新

河
岸
小
学
校
の
１
年
生
を
含
む

近
隣
住
民
を
多
数
招
待
。
総
勢

６
０
０
人
あ
ま
り
が
参
加
し

て
、
生
コ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
バ
ッ

ク
に
夜
空
を
彩
る
花
火
の
美
し

さ
を
堪
能
し
た
。

花
火
大
会
の
開
始
前
に
は
河

島
社
長
が
「
台
風
９
号
が
関
東

に
接
近
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
前
日
か
ら
ず
っ
と
中
止
に

な
ら
な
い
か
ど
う
か
と
気
を
揉

ん
で
い
た
が
、
無
事
に
晴
れ
渡

り
、
絶
好
の
花
火
日
和
と
な
っ

た
。
夏
の
お
祭
り
に
ふ
さ
わ
し

い
美
味
し
い
料
理
や
飲
み
物
も

多
数
用
意
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
と
も
１
年
に
一
度
の
イ
ベ

ン
ト
を
存
分
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

敷
地
内
に
は
人
気
店
に
よ
る

出
店
が
並
び
、
来
場
者
に
は
焼

き
肉
や
焼
き
そ
ば
、
フ
ラ
イ
ド

ポ
テ
ト
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
か

き
氷
と
い
っ
た
料
理
が
無
料
で

提
供
さ
れ
た
ほ
か
、
子
ど
も
連

れ
の
参
加
者
を
対
象
と
し
た
射

的
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
も
盛
況
を

博
し
て
い
た
。
同
社
の
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ピ
ー
ス

く
ん
」
と
の
交
流
タ
イ
ム
で
は

着
ぐ
る
み
と
一
緒
に
記
念
撮
影

を
す
る
家
族
連
れ
の
姿
が
見
ら

れ
た
ほ
か
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台

を
利
用
し
た
ス
テ
ー
ジ
に
は
ゲ

ス
ト
の
歌
手
だ
け
で
な
く
、
河

島
社
長
も
演
者
と
し
て
登
壇
、

美
声
と
人
気
曲
で
場
の
雰
囲
気

を
一
層
盛
り
上
げ
た
。

ま
た
、
工
場
が
立
地
す
る
新

河
岸
地
区
唯
一
の
小
学
校
で
あ

り
、
同
社
に
も
毎
年
見
学
に
訪

れ
て
い
る
新
河
岸
小
学
校
で
生

徒
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
同
校
を
応
援
す
る
た

め
、
地
元
企
業
で
組
織
す
る
新

河
岸
工
業
会
を
中
心
に
結
成
さ

れ
た
新
河
岸
小
応
援
団
が
寄
贈

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
が

披
露
さ
れ
た
。
同
校
の
金
子
陽

子
校
長
は
「
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
よ
う
で
格

好
良
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
全
児
童
数

作
っ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て

い
る
。
体
操
着
と
し
て
活
用
す

る
以
外
に
も
様
々
な
行
事
で
着

用
し
て
い
き
た
い
」
と
、
河
島

社
長
に
謝
意
を
伝
え
た
。

第
18
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
甲

子
園
の
参
加
申
込
校
が
決
定

し
た
。
32
都
道
府
県
か
ら
過

去
最
多
65
校
の
申
込
が
あ

り
、
東
海
や
中
・
四
国
の
学

校
の
参
加
が
多
か
っ
た
。
最

も
多
い
愛
知
、
岡
山
、
香
川

か
ら
５
校
、
岐
阜
、
愛
媛
か

ら
４
校
、
栃
木
、
兵
庫
、
広

島
、
徳
島
か
ら
３
校
、
北
海

道
、
秋
田
、
茨
城
、
埼
玉
、

千
葉
、
京
都
、
高
知
か
ら
２

校
参
加
し
て
い
る
。

第
18
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
甲

子
園
は
、
第
18
回
コ
ン
ク
リ

ー
ト
甲
子
園
実
行
委
員
会
が

主
催
。
共
催
は
全
国
高
等
学

校
土
木
教
育
研
究
会
。
同
大

会
は
、
全
生
工
組
連
創
立
50

周
年
を
記
念
し
千
葉
県
船
橋

市
の
全
生
連
中
央
技
術
研
究

所
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
。

９
月
27
日
に
予
選
を
実
施

し
、
供
試
体
２
本
の
圧
縮
強

度
試
験
を
行
う
。
予
選
の
上

位
10
チ
ー
ム
に
よ
り
本
選
が

12
月
６
日
に
開
催
さ
れ
る
。

本
選
は
、
強
度
部
門
、
デ

ザ
イ
ン
部
門
、
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
部
門
の
３
部
門
で

審
査
し
総
合
優
勝
を
決
定
す

る
。
強
度
部
門
は
、
平
均
値

が
目
標
強
度
24
・
０
Ｎ
／
㎟

と
し
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
３

・
０
Ｎ
／
㎟
の
範
囲
内
と
す

る
。
デ
ザ
イ
ン
部
門
の
テ
ー

マ
は
「
お
国
じ
ま
ん
・
学
校

じ
ま
ん
」。プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
は
、
作
製
の
過
程
や
工

夫
な
ど
を
審
査
委
員
に
対
し

て
提
案
を
行
う
。

参
加
申
込
校
は
次
の
通

り
。▽

兵
庫
県
立
豊
岡
総
合
高

等
学
校
環
境
建
設
工
学
科
▽

岡
山
県
立
岡
山
工
業
高
等
学

校
土
木
科
▽
佐
賀
県
立
鳥
栖

工
業
高
等
学
校
土
木
科
▽
岡

山
県
立
笠
岡
工
業
高
等
学
校

環
境
土
木
科
▽
愛
知
県
立
一

宮
工
科
高
等
学
校
都
市
工
学

科
▽
兵
庫
県
立
龍
野
北
高
等

学
校
環
境
建
設
工
学
科
▽
岡

山
県
立
新
見
高
等
学
校
工
業

技
術
科
▽
福
岡
県
立
八
幡
工

業
高
等
学
校
土
木
科
▽
大
分

県
立
大
分
工
業
高
等
学
校
土

木
科
▽
群
馬
県
立
高
崎
工
業

高
等
学
校
土
木
科
▽
徳
島
県

立
阿
南
光
高
等
学
校
都
市
環

境
シ
ス
テ
ム
科
▽
徳
島
県
立

つ
る
ぎ
高
等
学
校
建
設
科
▽

栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業
高
等

学
校
環
境
土
木
科
▽
広
島
市

立
広
島
工
業
高
等
学
校
建
築

科
▽
岐
阜
県
立
可
児
工
業
高

等
学
校
土
木
工
学
科
▽
高
知

県
立
安
芸
高
等
学
校
機
械
土

木
科
土
木
専
攻
▽
名
古
屋
市

立
工
芸
高
等
学
校
都
市
シ
ス

テ
ム
科
▽
広
島
県
立
福
山
工

業
高
等
学
校
建
築
科
▽
栃
木

県
立
真
岡
工
業
高
等
学
校
建

設
科▽

京
都
府
立
宮
津
天
橋
高

等
学
校
宮
津
学
舎
建
築
科
▽

高
知
県
立
高
知
工
業
高
等
学

校
土
木
科
▽
香
川
県
立
石
田

高
等
学
校
農
業
土
木
科
▽
兵

庫
県
立
篠
山
産
業
高
等
学
校

電
気
建
設
工
学
科
建
設
コ
ー

ス
▽
北
海
道
釧
路
工
業
高
等

学
校
土
木
科
▽
長
野
県
長
野

工
業
高
等
学
校
土
木
工
学
科

▽
舞
鶴
工
業
高
等
専
門
学
校

建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科
▽
広

島
県
立
広
島
工
業
高
等
学
校

土
木
科
▽
鹿
児
島
県
立
鹿
児

島
工
業
高
等
学
校
建
設
技
術

系
▽
愛
媛
県
立
松
山
工
業
高

等
学
校
土
木
科
▽
徳
島
県
立

徳
島
科
学
技
術
高
等
学
校
建

設
技
術
類
環
境
土
木
コ
ー
ス

▽
北
海
道
札
幌
工
業
高
等
学

校
土
木
科
▽
愛
媛
県
立
八
幡

浜
工
業
高
等
学
校
機
械
土
木

工
学
科
▽
香
川
県
立
多
度
津

高
等
学
校
土
木
科
▽
東
京
都

立
葛
西
工
科
高
等
学
校
建
築

科
▽
新
潟
県
立
塩
沢
商
工
高

等
学
校
地
域
創
造
工
学
科
▽

創
学
館
高
等
学
校
や
ま
が
た

創
造
工
学
科
住
環
境
デ
ザ
イ

ン
コ
ー
ス
▽
茨
城
県
立
土
浦

工
業
高
等
学
校
土
木
科
▽
岡

山
県
立
高
松
農
業
高
等
学
校

農
業
土
木
科
▽
福
島
県
立
福

島
明
成
高
等
学
校
環
境
土
木

科
▽
愛
知
県
立
半
田
工
科
高

等
学
校
都
市
工
学
科

▽
神
奈
川
県
立
向
の
岡
工

業
高
等
学
校
建
設
科
▽
木
更

津
工
業
高
等
専
門
学
校
環
境

都
市
工
学
科
▽
岐
阜
県
立
大

垣
工
業
高
等
学
校
建
設
工
学

科
▽
埼
玉
県
立
熊
谷
工
業
高

等
学
校
土
木
科
▽
金
沢
市
立

工
業
高
等
学
校
土
木
科
▽
岡

山
県
立
津
山
工
業
高
等
学
校

土
木
科
▽
名
工
学
園
名
古
屋

工
業
高
等
学
校
土
木
科
▽
香

川
県
立
高
松
工
芸
高
等
学
校

建
築
科
▽
愛
知
県
立
岡
崎
工

科
高
等
学
校
都
市
工
学
科
▽

秋
田
県
立
秋
田
工
業
高
等
学

校
土
木
科
▽
島
根
県
立
松
江

工
業
高
等
学
校
建
築
都
市
工

学
科
▽
香
川
県
立
高
松
南
高

等
学
校
環
境
科
学
科
▽
千
葉

県
立
京
葉
工
業
高
等
学
校
建

設
科
▽
愛
媛
県
立
東
予
高
等

学
校
建
設
工
学
科
▽
仙
台
市

立
仙
台
工
業
高
等
学
校
土
木

科
▽
秋
田
県
立
大
曲
工
業
高

等
学
校
土
木
・
建
築
科
土
木

コ
ー
ス
▽
青
森
県
立
弘
前
工

業
高
等
学
校
土
木
科
▽
茨
城

県
立
水
戸
工
業
高
等
学
校
建

築
科
▽
香
川
高
等
専
門
学
校

建
設
環
境
工
学
科
▽
岐
阜
工

業
高
等
専
門
学
校
環
境
都
市

工
学
科
▽
和
歌
山
県
立
和
歌

山
工
業
高
等
学
校
土
木
科
▽

埼
玉
県
立
い
ず
み
高
等
学
校

環
境
建
設
科
▽
岐
阜
県
立
岐

阜
工
業
高
等
学
校
土
木
工
学

科
▽
栃
木
県
立
那
須
清
峰
高

等
学
校
建
設
工
学
科
▽
愛
媛

県
立
西
条
農
業
高
等
学
校
環

境
工
学
科
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過
去
最
多
の
65
校
参
加

９
月
27
日
に
予
選
実
施

北
海
道
中
小
企
業
団
体
中

央
会
は
６
日
、
札
幌
市
内
で

「
中
央
会
創
立
70
周
年
記
念

中
小
企
業
団
体
全
道
大
会
」

を
開
催
し
、
全
道
各
地
か
ら

中
小
企
業
団
体
の
関
係
者
な

ど
２
０
０
人
以
上
が
参
加
し

た
。こ

の
な
か
で
同
中
央
会
推

薦
分
の
２
０
２
５
年
度
北
海

道
産
業
貢
献
賞
（
北
海
道
知

事
表
彰
）
の
表
彰
状
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
建
設
関
連
で
は

北
海
道
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
組
合
の
成
田
眞
一
理
事
長

が
受
賞
の
栄
に
浴

し
表
彰
状
を
手
渡

さ
れ
た
（
写
真
）。

長
年
に
わ
た
り

同
工
組
の
役
員
と

し
て
そ
の
運
営
に

尽
力
す
る
と
と
も

に
組
合
員
の
経
営

の
安
定
に
努
め
、

道
に
お
け
る
商
工

業
の
発
展
に
貢
献

し
た
功
績
を
た
た
え
表
彰
さ

れ
た
も
の
。

成田眞一理事長に
北海道産業貢献賞

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
は
８

日
、
連
結
子
会
社
で
あ
る
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
完
全
子
会
社
化
を
目
的

に
普
通
株
式
の
全
て
を
公
開

買
い
付
け
に
よ
り
取
得
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
と
発
表
し

た
。
公
開
買
い
付
け
価
格
は

６
８
５
０
円
。
買
い
付
け
期

間
は
９
月
24
日
ま
で
。
公
開

買
い
付
け
完
了
後
に
は
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
は
上
場

廃
止
と
な
る
。

同
社
は
、
こ
れ
ま
で
も
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
と
の

間
で
一
定
の
連
携
を
図
っ
て

き
た
。
完
全
子
会
社
化
を
通

じ
て
連
携
を
さ
ら
に
深
化
さ

せ
る
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ

全
体
と
し
て
の
Ｄ
Ｘ
戦
略
の

推
進
や
中
長
期
的
な
目
標
で

の
投
資
促
進
、
生
産
性
の
向

上
と
い
っ
た
シ
ナ
ジ
ー
が
期

待
さ
れ
る
。

パシフィックシステム
完全子会社化へ

太平洋セメント

▽
…
「
資
源

有
効
利
用
促
進

法
改
正
や
盛
土

規
制
法
施
行
に

よ
り
建
設
発
生

土
の
適
正
管
理

と
再
利
用
は
国
の
重
要
な
政
策
と
な

っ
た
が
、
課
題
は
多
く
自
治
体
の
リ

サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
は
十
分
に
進

ま
ず
多
く
の
プ
ラ
ン
ト
が
残
土
処
分

場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
」
と
話
す

の
は
全
国
建
設
発
生
土
リ
サ
イ
ク
ル

協
会
の
赤
坂
泰
子
理
事
長
。
21
日
の

定
時
社
員
総
会
で
あ
い
さ
つ
し
た
。

▽
…
協
会
は
設
立
５
周
年
を
迎

え
、
こ
れ
ま
で
に
土
質
改
良
プ
ラ
ン

ト
第
三
者
認
証
制
度
を
立
ち
上
げ
登

録
土
質
改
良
基
幹
技
能
者
講
習
を
開

始
。
こ
の
ほ
ど
改
良
土
品
質
基
準
案

を
作
成
し
た
。
「
リ
サ
イ
ク
ル
土
の

品
質
と
意
義
へ
の
理
解
を
広
げ
、
公

共
工
事
を
は
じ
め
多
く
の
現
場
で
利

用
が
進
む
よ
う
に
は
た
ら
き
か
け
て

い
き
た
い
」

リサイクル土へ理解を

デ
ン
カ
コ
ン
ク
リ
ー
ト

（
富
山
県
富
山
市
、
坪
川
勝

社
長
）
は
、
９
月
１
日
に
社

名
を
変
更
す
る
。
新
社
名
は

「
富
山
太
平
洋
生
コ
ン
」。

な
お
、
業
務
内
容
や
連
絡

先
等
に
変
更
は
な
い
と
し
て

い
る
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ

る
と
、
ア
レ
ン
ジ
コ
ン
ク
リ

ー
ト
（
埼
玉
県
）
は
７
月
４

日
ま
で
に
事
業
を
停
止
し
、

自
己
破
産
申
請
の
準
備
に
入

っ
た
。
２
０
０
４
年
に
設

立
。
ス
タ
ン
プ
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
モ
ル
タ
ル
造
形
と
い
っ

た
特
殊
な
工
事
を
手
掛
け
て

い
た
。
負
債
額
は
24
年
５
月

期
末
時
点
で
約
５
億
円
。

勝呂和彦理事長

発生土リサイクル協会 赤坂 泰子理事長

プラントのバックに打ちあがる花火

（ ２ ）セ メ ン ト 新 聞（第三種郵便物認可）２ ０ ２ ５ 年（ 令 和 ７ 年 ）８ 月 ２ ５ 日（ 月 曜 日 ）


